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農
水
省
は
６
月
３０
日
、
２６

年
農
業
構
造
動
態
調
査
結
果

（
２
月
１
日
現
在
）
を
公
表

し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
２６
年
の

個
人
経
営
体
の
基
幹
的
農
業

従
事
者
（
自
営
農
業
を
主
な

仕
事
と
し
て
い
る
世
帯
員
）

数
が
、９８
万
６
６
０
０
人
で
、

初
め
て
１
０
０
万
人
を
切
る

結
果
と
な
っ
た
。

前
年
の
１
０
３
万
６
２
０

０
人
よ
り
４
・
８
％
減
、
１６

年
前
の
１０
年
の
半
数
以
下
と

な
っ
て
い
る
（
図
）
。
こ
の

ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
行
け
ば
、

１０
年
後
に
は
さ
ら
に
半
減
し

か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
年
齢
階
層
別
基
幹

的
農
業
従
事
者
数
を
見
る
と

（
表
）
、
２９
歳
以
下
の
若
い

世
代
が
１
万
１
９
０
０
人
で

わ
ず
か
１
・
２
％
と
な
っ
て

い
る
。
年
齢
が
上
が
る
に
つ

れ
割
合
が
増
え
て
い
き
、
７５

歳
以
上
が
３５
・
３
％
を
占
め

て
い
る
。

一
方
、
法
人
経
営
体
は
３

万
４
６
０
０
経
営
体
で
、
前

年
よ
り
２
・
４
％
増
加
。
ま

た
、
１
農
業
経
営
体
当
た
り

の
経
営
耕
地
面
積
は
３
・
８

ha
で
５
・
６
％
増
加
し
、農
地

の
集
約
化
は
進
ん
で
い
る
。

日
本
の
食
料
を
作
り
、
国

土
を
健
全
に
保
つ
と
い
う
最

も
重
要
な
産
業
で
あ
る
農
業

に
携
わ
る
人
が
、
年
々
減
少

し
て
い
く
の
は
異
常
な
事
態

で
あ
る
。

ま
じ
め
に
働
け
ば
必
ず
儲

か
る
、
と
い
う
構
造
を
早
急

に
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。そ
の
た
め
に
は
、何
よ
り

も
優
先
し
て
、
価
格
形
成
対

策
な
ど
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
実

行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
農
家
が
誇
り
を
も

っ
て
働
け
る
環
境
を
築
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鈴
木
農
水
大
臣
は
７
月
３

日
の
記
者
会
見
で
、
「
大
切

な
こ
と
は
、
農
業
が
他
産
業

よ
り
魅
力
が
あ
り
、
稼
げ
る

産
業
に
す
る
取
り
組
み
を
進

め
、
地
域
の
農
業
生
産
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
、
既
存
の

担
い
手
の
経
営
発
展
の
支
援

や
、
新
規
就
農
・
新
規
参
入

の
促
進
な
ど
を
通
し
て
担
い

手
の
育
成
・
確
保
を
図
っ
て

い
く
」と
述
べ
た
。是
非
と
も

実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
７

月
１０
日
、
東
京
の
全
開
連
会

議
室
に
お
い
て
２６
年
度
全
国

青
年
部
役
員
会
を
開
催
し

た
。各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ

れ
た
新
青
年
部
役
員
に
委
嘱

状
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、

全
国
開
拓
代
表
者
大
会
、
全

国
開
拓
青
年
・
女
性
研
究
会

合
同
大
会
の
運
営
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
。

２６
年
度
の
青
年
部
役
員
体

制
は
、
部
長
が
大
塚
裕
太
氏

（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
栃
木
県
、

野
菜
）
、
副
部
長
が
鈴
木
稔

氏
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
・
岩
手

県
、
酪
農
）
、
森
田
雄
一
氏

（
中
部
・
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
・

鳥
取
県
、
酪
農
）
、
森
光
勇

太
氏
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
宮

崎
県
、
肉
牛
）
の
各
氏
に
決

定
。
全
日
本
開
拓
者
連
盟
の

菊
地
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、
全
国
開
拓
代

表
者
大
会
が
１１
月
２６
・
２７
日

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
全
国
開
拓
青
年
・
女

性
研
修
会
も
同
時
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

青
年
部
役
員
は
、
同
大
会

の
運
営
に
参
加
し
、
司
会
や

設
営
な
ど
、
中
心
的
な
役
割

を
担
う
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
全
国
開
拓
振
興
協

会
の
研
修
事
業
の
一
環
と
し

て
、
東
京
大
学
大
学
院
の
鈴

木
宣
弘
教
授
に
よ
る
講
演
会

も
開
催
さ
れ
る
。

全
開
連
は
、
「
交
雑
種
牛

飼
養
管
理
の
要
点
―
商
品
価

値
の
高
い
枝
肉
に
仕
上
げ
る

に
は
」を
発
行
し
た
。
順
次
、

会
員
農
協
・
農
家
に
配
布
さ

れ
る
予
定
だ
。

前
回
の
「
交
雑
種
牛
飼
養

管
理
の
実
践
（
改
訂
版
）
―

肉
質
と
増
体
の
改
善
を
図
る

に
は
」
の
発
行
か
ら
１３
年
ぶ

り
の
新
刊
と
な
る
。
こ
の
間

に
、
肉
用
牛
に
か
か
る
情
勢

や
飼
養
技
術
の
さ
ら
な
る
進

歩
な
ど
多
く
の
事
柄
が
著
し

く
変
化
し
て
き
た
が
、
そ
れ

ら
す
べ
て
に
対
応

し
、
さ
ら
に
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
た
内

容
と
な
っ
て
い

る
。本

作
で
も
肥
育

ス
テ
ー
ジ
ご
と
に

飼
養
管
理
の
ポ
イ

ン
ト
が
章
分
け
さ

れ
て
お
り
、
各
ス

テ
ー
ジ
の
飼
養
管

理
上
の
注
意
点
が
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
基
本
を

し
っ
か
り
と
抑
え
な
が
ら
、

近
年
の
、
品
種
改
良
及
び
自

然
環
境
に
即
し
た
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

全
開
連
や
開
拓
農
協
の
職

員
一
同
が
、
生
産
者
と
と
も

に
現
場
で
蓄
積
し
て
き
た
経

験
を
も
と
に
、
牛
に
と
っ
て

た
め
に
な
る
事
例
な
ど
を
ま

と
め
た
手
引
書
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
交
雑
種
肥
育
経
営

に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。

来
月
よ
り
、
本
紙
に
て
内

容
を
各
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
紹

介
し
て
い
く
予
定
だ
。

お
茶
処
で
も
あ
る
静
岡
県

お
お
が
ね

け

牧
之
原
市
に
「
大
鐘
家
」
が

建
っ
て
い
る
。

庭
園
に
は
約
一
万
本
の
あ

じ
さ
い
が
咲
き
誇
っ
て
お

す
い

ふ

よ
う

り
、
ま
た
、
秋
に
は
酔
芙
蓉

が
咲
き
、
「
花
庄
屋
」
と
も

称
さ
れ
て
い
る
。

大
鐘
氏
は
、
先
祖
が
戦
国

時
代
に
柴
田
勝
家
の
甥
の
家

臣
と
し
て
活
躍
し
、
１８
世
紀

初
め
に
こ
の
地
で
大
庄
屋
と

な
り
、こ
の
屋
敷
を
建
て
た
。

築
三
百
年
以
上
経
過
し
て

お
り
、
母
屋
と
長
屋
門
が
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
現
在
で
も
２４
代
当
主
が

住
居
と
し
て
い
る
。

一
般
公
開
さ
れ
て
お
り
、

屋
敷
の
様
子
や
台
所
の
大
釜

な
ど
も
あ
り
、
当
時
の
生
活

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

全開連

交
雑
牛
飼
養
管
理
の
要
点

交
雑
牛
飼
養
管
理
の
要
点

基
幹
的
農
業
者
１００
万
人
を
切
る

基
幹
的
農
業
者
１００
万
人
を
切
る

基
本
を
忠
実
に
ま
と
め
た
手
引
書

２
０
１
０
年
か
ら
１６
年
間
で
半
数
以
下
に

（農業構造動態調査結果を基に作成）

築３００年以上「大鐘家」のあじさい

あじさい庭園からの長屋門、右上：長屋門の全景

青年部長に大塚裕太氏青年部長に大塚裕太氏
全国開拓青年部役員会開催全国開拓青年部役員会開催

・「食料・農業知っておきたい話」―１５７―（２面）
・新たな水田政策の方針発表 （３面）
・三瓶高原牛乳新たなパッケージに （４面）
・秋冬どりキャベツでべたがけ長期被覆 （５面）
・脱粉在庫対策に追加１５銭拠出求む―需給変動対
策特別事業 （６面）
・新鮮な水を飲ませよう―牛の暑熱対策 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

青
年
部
長
に
就
任
し
た
大
塚
氏
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農
水
省
は
６
月
１６
日
、
２５

年
度
に
お
け
る
担
い
手
（
認

定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農

者
・
集
落
営
農
・
基
本
構
想

水
準
到
達
者
）
へ
の
農
地
集

積
の
状
況
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
担
い
手

へ
の
２５
年
度
の
農
地
集
積
率

は
前
年
度
よ
り
０
・
６
％
高

い
６２
・
１
％
と
な
っ
た
。
農

地
集
積
率
と
は
、
耕
地
面
積

（
農
用
地
区
域
内
農
地
・
市

街
化
区
域
内
農
地
・
公
共
牧

場
等
で
、休
耕
地
等
を
含
む
）

に
占
め
る
担
い
手
が
利
用
し

て
い
る
面
積
の
割
合
。

し
か
し
、
前
年
度
の
１
・

１
％
上
昇
と
比
べ
る
と
、
伸

び
率
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
。同

省
は
、
昨
年
４
月
に
策

定
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
で
、
農
地
集

積
率
の
新
た
な
目
標
と
し

て
、
３０
年
ま
で
に
７０
％
達
成

を
掲
げ
て
い
る
。

２５
年
度
で
７０
％
を
超
え
て

い
る
都
道
府
県
は
、
北
海
道

（
９２
・
９
％
）
、
秋
田
（
７１

・
９
％
）
、
山
形
（
７２
・
８

％
）、
富
山（
７１
・
７
％
）、

福
井
（
７１
・
３
％
）
、
滋
賀

（
７０
・
８
％
）
、
佐
賀
（
７２

・
５
％
）
の
７
道
県
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
面
積
は
約
２
６
３
・
４

万
ha
で
、
０
・
７
万
ha
（
０

・
３
％
）
増
加
し
た
が
、
増

加
面
積
が
１
万
ha
に
満
た
な

い
結
果
と
な
っ
た
。

都
道
府
県
別
の
農
地
集
積

面
積
を
み
る
と
、
前
年
比
に

か
な
り
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ

た
（
表
）
。

前
年
比
が
一
番
高
か
っ
た

の
が
徳
島
の
５
・
５
％
、
次

い
で
山
梨
の
５
・
１
％
、
高

知
の
４
・
０
％
、
千
葉
の
３

・
６
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

反
対
に
、
前
年
比
が
減
少

し
て
い
る
の
が
１６
道
府
県
あ

り
、
奈
良
の
▲
７
・
３
％
、

広
島
の
▲
２
・
６
％
、
大
阪

の
▲
２
・
５
％
、
青
森
の
▲

１
・
７
％
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。担

い
手
の
高
齢
化
や
離
農

が
進
む
中
で
、
こ
れ
ま
で
農

地
中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ

ン
ク
）
に
よ
る
農
地
の
集
積

が
進
み
、
規
模
拡
大
が
図
ら

れ
て
き
た
。
今
後
も
、
よ
り

一
層
の
農
地
集
積
が
求
め
ら

れ
る
。

食
料
危
機
の
リ
ス
ク
が
間

違
い
な
く
高
ま
っ
て
い
る
と

き
に
、
米
や
生
乳
や
砂
糖
の

生
産
を
抑
制
す
る
方
向
に
国

は
動
い
て
い
る
。
日
本
に
、

ま
と
も
に
食
料
や
生
産
資
材

が
入
っ
て
こ
な
く
な
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
今
、
コ

メ
や
生
乳
や
砂
糖
の
減
産
を

誘
導
し
て
増
産
で
き
る
農
家

の
意
欲
を
潰
し
、
国
民
の
食

料
確
保
の
危
機
を
増
幅
し
て

は
い
け
な
い
。

◎
米
騒
動
の
顛
末
と
教
訓

２３
・
２４
年
に
猛
暑
に
よ
る

減
産
と
品
質
低
下
（
精
米
歩

留
ま
り
率
の
低
下
）
で
流
通

で
き
る
主
食
米
供
給
が
減

り
、
需
要
は
相
対
的
に
他
の

食
品
の
値
上
が
り
で
米
に
消

費
が
シ
フ
ト
し
て
、
米
不
足

が
顕
在
化
し
た
。

そ
の
根
底
に
は
、
機
械
的

に
１０
万
ｔ
の
毎
年
の
消
費
減

を
想
定
し
て
１０
万
ｔ
生
産
を

減
ら
せ
と
い
う
ギ
リ
ギ
リ
の

生
産
調
整
が
、
猛
暑
で
の
生

産
の
減
り
過
ぎ
を
招
い
た
こ

と
、
財
政
当
局
の
水
田
畑
地

化
政
策
、そ
し
て
、コ
ス
ト
高

で
も
続
い
た
米
価
下
落
に
よ

る
農
家
の
疲
弊
が
あ
っ
た
。

政
府
は
米
不
足
を
認
め

ず
、
米
は
足
り
て
る
と
し
て

備
蓄
米
放
出
が
遅
れ
、
２５
年

も
不
作
と
の
予
想
か
ら
、
２５

年
春
先
の「
茶
田
買
い
」（
田

植
え
前
か
ら
の
高
値
契
約
）

に
始
ま
る
米
争
奪
の
集
荷
競

争
が
過
熱
し
、
米
価
高
騰
が

増
幅
さ
れ
た
。

結
果
的
に
は
、
飼
料
米
な

ど
が
主
食
米
生
産
に
移
り
、

豊
作
も
あ
り
、
２５
年
産
米
は

増
加
し
、
遅
れ
た
備
蓄
米
が

市
場
に
残
り
、
前
年
比
９５
倍

に
も
急
増
し
た
輸
入
米
、
さ

ら
に
、
高
騰
に
よ
る
米
離
れ

が
重
な
り
、
民
間
の
米
在
庫

が
急
増
し
た
。

高
値
で
買
付
け
た
米
は
安

く
売
れ
な
い
と
い
う
集
荷
業

者
・
卸
業
界
の
我
慢
比
べ
も

限
界
に
な
り
、
２５
年
産
の
換

金
が
で
き
ぬ
と
融
資
返
済
で

き
ず
、
新
た
な
融
資
が
受
け

ら
れ
ず
、
２６
年
産
の
買
い
入

れ
が
で
き
ぬ
た
め
、
大
幅
な

損
切
で
も
売
ら
ざ
る
を
得

ず
、
米
価
が
大
幅
下
落
の
可

能
性
が
出
て
き
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
イ
ラ
ン

戦
争
に
よ
る
一
層
の
コ
ス
ト

高
に
、
米
価
下
落
で
廃
業
農

家
が
続
出
し
か
ね
な
い
。
そ

れ
は
、
再
び
コ
メ
騒
動
に
つ

な
が
る
。
備
蓄
米
分
の
買
戻

し
で
、
１５
日
分
し
か
な
い
政

府
の
米
備
蓄
を
回
復
す
る
の

は
危
機
管
理
上
も
、
米
価
暴

落
回
避
に
も
必
要
だ
。

以
上
か
ら
わ
か
る
こ
と

は
、
生
産
で
調
整
す
る
の
は

限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
チ
グ
ハ
グ
に
な
り
、
米

価
乱
高
下
で
農
家
も
消
費
者

も
疲
弊
す
る
。
農
家
の
自
由

な
生
産
で
需
給
に
余
裕
を
持

た
せ
、
備
蓄
米
の
機
動
的
運

用
で
価
格
安
定
を
図
り
つ

つ
、
農
家
の
コ
ス
ト
割
れ
を

補
填
し
て
消
費
者
は
安
く
買

え
、
農
家
は
所
得
確
保
し
て

増
産
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

食
料
危
機
に
耐
え
ら
れ
る

米
備
蓄
積
み
増
し
は「
国
防
」

上
の
需
要
だ
し
、
輸
入
小
麦

や
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
米

で
代
替
す
る
需
要
創
出
に
も

積
極
財
政
が
不
可
欠
だ
。

◎
酪
農
家
に
増
産
抑
制
と

負
担
増
は
間
違
い

酪
農
で
は
、
系
統
外
に
出

荷
す
る
酪
農
家
に
は
補
助
金

（
加
工
原
料
乳
へ
の
補
給
金
）

を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
方

向
性
が
間
違
っ
て
い
る
。
チ

ー
ズ
の
９
割
が
輸
入
で
あ
る

よ
う
に
、
国
産
生
乳
は
足
り

て
い
な
い
。
国
際
情
勢
を
考

え
た
ら
、
も
っ
と
増
産
し
て

も
ら
い
、
輸
入
を
国
産
で
置

き
換
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
な
の
に
、
生
産
力
が
あ
る

酪
農
家
に
抑
制
を
か
け
る
措

置
は
逆
行
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
酪
農
家
や
乳
業

メ
ー
カ
ー
が
業
界
で
新
基
金

を
造
成
し
た
が
、
脱
脂
粉
乳

の
在
庫
処
分
の
た
め
に
、
酪

農
家
の
拠
出
金
（
生
乳
１
㎏

当
た
り
１５
銭
）
を
２
倍
に
引

き
上
げ
る
方
針
が
出
さ
れ

た
。
乳
価
は
あ
る
程
度
上
が

っ
た
け
れ
ど
も
、
生
産
資
材

価
格
の
さ
ら
な
る
上
昇
で
酪

農
家
は
苦
し
い
。

そ
れ
な
の
に
政
府
は
、
基

金
に
拠
出
し
な
い
と
補
助
金

を
出
さ
な
い
と
脅
し
て
縛
る

だ
け
で
、
自
身
は
財
政
出
動

し
な
い
。
米
国
な
ど
で
も
業

界
に
よ
る
基
金
が
造
成
さ
れ

て
い
る
が
、
政
府
は
同
額
を

拠
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

半
額
補
助
で
あ
る
。
同
様
に

す
る
な
ら
、
今
回
の
追
加
の

１５
銭
は
国
が
出
す
べ
き
だ
。

特
に
酪
農
は
、
生
産
で
調

整
す
る
の
は
限
界
が
あ
る
。

過
剰
と
不
足
を
増
幅
し
、
農

家
も
業
界
も
疲
弊
し
て
き

た
。
酪
農
家
の
自
由
な
生
産

で
需
給
に
余
裕
を
持
た
せ
、

バ
タ
ー
脱
脂
粉
乳
の
国
の
備

蓄
を
復
活
し
、
機
動
的
運
用

で
需
給
安
定
を
図
り
つ
つ
、

酪
農
家
の
コ
ス
ト
割
れ
を
補

填
し
て
消
費
者
は
安
く
買

え
、
酪
農
家
は
所
得
確
保
し

て
増
産
で
き
る
よ
う
に
す

る
。食

料
危
機
に
耐
え
ら
れ
る

備
蓄
積
み
増
し
は
「
国
防
」

上
の
需
要
だ
し
、
輸
入
チ
ー

ズ
を
国
産
で
代
替
す
る
需
要

創
出
に
も
積
極
財
政
が
不
可

欠
だ
。

◎
テ
ン
サ
イ
の
減
産
要
請

も
根
拠
が
破
綻

輸
入
粗
糖
の
減
少
に
よ
る

課
徴
金
収
入
の
減
少
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
そ
れ
を
財
源

と
し
て
き
た
国
産
の
砂
糖
原

料
作
物
の
支
援
財
源
が
不
足

す
る
か
ら
、
テ
ン
サ
イ
の
生

産
を
減
ら
せ
、
と
い
う
の
が

財
政
当
局
の
論
理
だ
が
破
綻

し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
砂
糖
の
国
内
産

振
興
は
、
輸
入
財
源
の
多
寡

で
左
右
さ
れ
る
も
の
で
な

く
、
大
枠
の
国
家
戦
略
で
判

断
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
。

砂
糖
は
、
国
際
的
に
も
酪

農
と
並
ん
で
最
も
手
厚
く
保

護
さ
れ
て
い
る
部
門
で
あ

る
。
そ
の
理
由
は
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
国
家

安
全
保
障
）
だ
。
砂
糖
の
国

民
一
人
当
た
り
摂
取
量
が
７

㎏
を
下
回
る
と
暴
動
な
ど
が

発
生
し
、
社
会
不
安
に
陥
る

こ
と
が
世
界
的
に
デ
ー
タ
で

確
認
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
の
砂
糖
自
給
率
は

３６
％
で
、
現
在
の
国
産
供
給

は
６
㎏
な
の
で
、
物
流
が
止

ま
れ
ば
「
暴
動
誘
発
水
準
」

だ
。
国
内
生
産
を
拡
大
す
る

こ
と
こ
そ
が
国
家
安
全
保
障

上
採
る
べ
き
政
策
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
予
算
は
確
保
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
、す
べ
て
に
お
い
て
、

国
は
財
源
を
節
約
し
た
い
こ

と
が
目
的
化
し
て
、
大
局
的

見
地
に
立
っ
た
判
断
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で

は
、
農
家
・
農
業
・
農
村
の

疲
弊
が
進
み
、
国
民
の
飢
餓

の
リ
ス
ク
が
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
し
ま
う
。
農
家
が
増
産

で
き
る
支
援
を
強
化
し
、
輸

入
を
国
産
に
置
き
換
え
、
国

民
の
食
料
を
守
る
た
め
の
積

極
財
政
こ
そ
が
「
国
防
」
で

あ
る
と
の
認
識
が
不
可
欠
で

あ
る
。

第157回

農
水
省
は
６
月
５
日
、
２６

年
度
の
バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉

乳
の
輸
入
枠
数
量
に
つ
い

て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
い
て
輸
入

機
会
の
提
供
を
約
束
し
て
い

る
最
低
数
量
に
と
ど
め
、
品

目
別
内
訳
を
据
え
置
く
こ
と

を
公
表
し
た
。生
乳
換
算
で
、

カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
と
し
て

当
初
の
１３
万
７
千
ｔ
の
範
囲

に
留
め
る
。

現
状
の
需
給
状
況
と
し
て

は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
の
原
料

と
な
る
脱
脂
粉
乳
の
需
要
は

低
迷
す
る
一
方
、
バ
タ
ー
の

需
要
は
業
務
用
を
中
心
に
堅

調
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
の
需
給
見
通
し

（
６
月
５
日
発
表
）
に
よ
る

と
、
全
国
の
生
乳
生
産
量
が

７
３
１
万
ｔ
（
前
年
比
１
・

２
％
減
）
と
、
３
年
ぶ
り
の

減
産
を
見
込
ん
で
い
る

（
表
）
。
し
か
し
、
夏
場
の

猛
暑
な
ど
様
々
な
影
響
に
よ

り
、
上
振
れ
下
振
れ
両
方
の

可
能
性
が
あ
り
、
動
向
を
注

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
飲
用
等
向
け
処
理

量
は
３
７
８
万
４
千
ｔ
（
同

１
・
７
％
減
）
と
見
込
ん
で

お
り
、
需
要
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
脱
脂
粉
乳
の
在
庫

数
量
が
増
加
傾
向
で
推
移
し

て
お
り
、
脱
脂
粉
乳
の
在
庫

削
減
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

飲
用
乳
の
需
要
に
つ
い
て

は
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
冬
休
み
な
ど
の
不
需
要

期
に
は
、
加
工
向
け
へ
の
シ

フ
ト
が
多
く
な
り
、
脱
脂
粉

乳
の
過
剰
在
庫
が
懸
念
さ
れ

る
（
６
面
に
関
連
記
事
）
。

バ
タ
ー
・

脱
脂
粉
乳

輸
入
枠
据
え
置
き

担
い
手
の
農
地
集
積
率
０.６
％
増
加

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

都
道
府
県
で
増
減
に
バ
ラ
ツ
キ

脱
脂
粉
乳
の
過
剰
在
庫
が
懸
念
材
料

《予算削るのを目的化してはいけない》

供給で調整する発想
からの転換が不可欠

特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏
東京大学大学院



2026年（令和8年）7月15日開 拓 情 報（毎月１回１５日発行）第819号（3）

昨
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
水
田
政
策

に
つ
い
て
２７
年
度
か
ら
根
本

的
に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
、

今
般
、
基
本
的
考
え
方
・
仕

組
み
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
、
農
水
省
は
地

方
説
明
会
を
全
国
８
ヵ
所
で

行
っ
た
。

☆
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
の
抜
本
的
見
直
し

水
活
の
見
直
し
で
は
、
作

物
ご
と
の
単
収
向
上
等
に
よ

る
生
産
性
向
上
を
図
り
、
そ

の
他
の
支
援
策
で
は
、
付
加

価
値
向
上
も
図
っ
て
い
く
。

①
主
食
用
米
の
う
ち
、
業

務
用
以
外
の
米
に
つ
い
て

は
、
従
前
ど
お
り
対
象
外
。

業
務
用
米
に
つ
い
て
は
、
当

面
、
単
収
向
上
等
の
支
援
を

検
討
す
る
（
表
）
。

②
非
主
食
用
以
外
の
加
工

用
・
米
粉
用
・
輸
出
用
等
の

米
は
単
収
向
上
等
を
支
援
。

③
自
給
率
の
低
い
麦
・
大

豆
や
飼
料
作
物
に
つ
い
て

も
、
単
収
向
上
等
を
支
援
す

る
（
現
行
で
は
、
１０
ａ
当
た

り
定
額
の
単
価
で
支
援
）
。

☆
環
境
直
接
支
払
交
付
金

有
機
農
業
の
取
り
組
み
な

ど
、
付
加
価
値
向
上
等
を
支

援
す
る
。

☆
そ
の
他

飼
料
作
物
等
、
実
需
者
の

求
め
る
品
質
・
数
量
な
ど
を

安
定
的
に
供
給
す
る
取
り
組

み
を
支
援
。ま
た
、米
・
麦
・

大
豆
の
種
子
を
安
定
的
に
供

給
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す

る
。☆

飼
料
用
米
・
米
粉
用
米

に
対
す
る
特
別
支
援

主
食
用
以
外
の
米
に
つ
い

て
、
生
産
性
向
上
の
取
り
組

み
へ
の
支
援
で
、
現
在
で
も

手
厚
く
支
援
し
て
い
る
飼
料

用
米
・
米
粉
用
米
に
つ
い
て

は
追
加
で
支
援
を
行
う
。

飼
料
用
米
は
、
畜
産
物
の

差
別
化
を
図
る
畜
産
農
家
が

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
必
要

量
を
確
保
で
き
る
よ
う
対
応

す
る
。
こ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
畜
産
農
家
と
生
産
側
の

複
数
年
契
約
等
に
よ
る
耕
畜

連
携
を
要
件
と
す
る
。

今
後
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
各
地
域
の
平
均
単
収
を

一
定
以
上
下
回
る
場
合
は
、

支
援
は
行
わ
な
い
と
し
て
い

る
。説

明
会
の
参
加
者
か
ら

は
、
「
支
援
の
金
額
は
何
時

決
ま
る
の
か
」
「
地
域
の
平

均
単
収
は
ど
の
よ
う
に
設
定

す
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
が

上
が
っ
て
い
た
。

千
葉
県
柏
市
教
育
委
員
会

は
５
月
３１
日
、
「
柏
市
戦
後

史
聞
き
取
り
集

vol.

１
」

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開

し
た
。

柏
市
は
、
以
前
か
ら
地
元

の
歴
史
を
市
民
ら
に
伝
え
る

た
め
、
聞
き
取
り
調
査
等
を

行
い
、
市
史
を
編
纂
し
て
き

た
が
、
こ
れ
ま
で
は
終
戦
ま

で
の
歴
史
だ
っ
た
。

今
回
は
、
松
葉
町
（
鴻
の

巣
開
拓
地
を
含
む
）
の
戦
後

史
を
、
当
時
か
ら
の
開
拓
者

な
ど
か
ら
新
た
に
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
、
目
ま
ぐ
る
し

い
変
化
を
遂
げ
て
き
た
現
代

史
と
し
て
ま
と
め
た
。

こ
の
地
は
、
戦
時
中
は
軍

の
演
習
地
で
、
戦
後
に
開
拓

地
と
し
て
２０
戸
ほ
ど
が
入
植

し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
雑
木
林

で
、
開
墾
に
苦
労
し
た
話
な

ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
経
済
発
展
に
よ

る
産
業
構
造
の
変
化
と
、
近

郊
都
市
と
し
て
の
柏
の
発
展

が
、
こ
の
地
を
農
地
か
ら
住

宅
地
に
変
え
て
い
っ
た
。

１
９
６
６
年
に
北
柏
の
団

地
造
成
が
始
ま
り
、
７９
年
に

は
松
葉
町
と
い
う
名
が
公
募

で
決
ま
り
、
開
拓
農
協
が
解

散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
市
史
は
、
柏
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
。

う
わ
だ
い
ら

岐
阜
県
中
津
川
市
の
上
平

開
拓
は
、
県
の
南
東
部
で
東

側
は
長
野
県
と
接
し
て
い

る
。
標
高
が
３
４
０
ｍ
ほ
ど

の
丘
陵
地
で
、
内
陸
性
の
気

候
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
は
戦
時
中
、
日
本

陸
軍
実
弾
射
撃
演
習
地
で
あ

っ
た
が
、
戦
後
に
１
５
０
世

帯
が
入
植
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
１
９
４
７
年

に
米
国
駐
留
軍
の
演
習
地
と

な
っ
て
し
ま
い
、
入
植
者
達

は
各
地
に
離
散
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

５０
年
に
米
軍
か
ら
日
本
政

府
に
払
下
げ
と
な
り
、
よ
う

や
く
本
格
的
に
開
墾
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
元
の
二
、
三
男
や
、
引

揚
者
な
ど
１７
名
が
入
植
し
、

開
拓
農
協
を
設
立
し
た
。

酪
農
、
果
樹
、
水
田
、
中

小
家
畜
な
ど
、
様
々
な
経
営

形
態
が
あ
り
、
皆
が
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
安
定

し
た
農
家
が
多
か
っ
た
。

７８
年
に
公
民
館
敷
地
内
に

開
拓
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
碑

に
は
「
こ
の
地
に
骨
を
埋
め

る
覚
悟
で
こ
の
荒
野
に
鍬
を

振
り
、
手
開
墾
を
始
め
道
路

新
設
、
住
宅
建
設
、
用
水
路

工
事
等
、
食
糧
不
足
の
中
、

克
く
困
苦
欠
乏
に
耐
え
た
苦

難
の
道
は
、
二
十
余
年
の
精

魂
を
傾
け
て
、
遂
に
所
期
の

目
的
を
達
成
し
、
７４
年
１１
月

解
散
す
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。

都
市
化
の
波
は
こ
の
開
拓

地
に
も
押
し
寄
せ
て
き
た
。

中
央
自
動
車
道
の
開
通
に
よ

り
、
名
古
屋
都
市
圏
と
近
い

距
離
に
あ
り
、
７７
年
に
は
中

津
川
中
核
工
業
団
地
の
計
画

が
持
ち
上
が
っ
た
。

現
在
で
は
１７
社
が
操
業

し
、
市
の
雇
用
と
産
業
を
支

え
る
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。工

業
団
地
の
隣
に
は
、
野

球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

様
々
な
施
設
を
完
備
し
た
中

津
川
公
園
が
で
き
、
県
民
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
以
前
は
軍
の
演
習

地
だ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
示

す
た
め
に
「
平
和
祈
念
コ
ー

ナ
ー
」が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

元
全
開
連
代
表
理
事
会

長
の
樫
澤
勇
作
氏
が
６
月

２０
日
逝
去
し
た（
９７
歳
）。

葬
儀
は
２２
日
、
長
崎
県

雲
仙
市
の
「
ま
ご
こ
ろ
会

館
」
で
執
り
行
わ
れ
、
開

拓
関
係
者
ら
多
数
が
参
列

し
た
。
喪
主
は
、
長
男
の

公
昭
氏
。

樫
澤
氏
は
１
９
４
６

（
昭
和
２１
）年
に
入
植
し
、

同
志
と
一
丸
と
な
っ
て
開

拓
地
区
の
営
農
の
振
興
を

図
っ
た
。

雲
仙
開
拓
農
協
組
合

長
、
長
崎
県
開
拓
農
協
組

合
長
等
を
歴
任
し
、９４（
平

成
６
）年
１０
月
、長
年
培
わ

れ
て
き
た
経
験
と
指
導
力

を
か
わ
れ
、
全
開
連
代
表

理
事
会
長
に
就
任
し
た
。

同
会
長
を
７
年
間
務
め

た
ほ
か
、
全
日
本
開
拓
者

連
盟
及
び
全
国
開
拓
振
興

協
会
の
役
員
に
就
き
、
開

拓
組
織
の
安
定
と
発
展
に

尽
力
し
た
。

０７（
平
成
１９
）年
春
に
、

「
旭
日
小
綬
章
」
を
受
章

し
た
。

全
開
連
人
事

（
７
月
１０
日
付
）

退
職

石
川
明
（
西
日
本

支
所
福
岡
事
業
所
参
与
）

（
７
月
１
日
付
）

▽
事
業
推
進
部
部
長
｛
事

業
推
進
部
部
長
（
兼
）
北
海

道
支
所
長
（
兼
）
東
日
本
支

所
長
｝
臼
井
靖
彦
▽
北
海
道

支
所
長
（
兼
）
東
日
本
支
所

長
（
兼
）
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ

農
協
出
向
｛
管
理
部
次
長

（
兼
）
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農

協
出
向
｝
青
木
正
太
郎
▽
西

日
本
支
所
次
長
福
岡
事
業
所

（
北
海
道
支
所
次
長
）
中
村

洋
之
輔
▽
管
理
部
次
長
（
管

理
部
部
長
代
理
）
早
野
千
穂

▽
食
肉
営
業
部
（
仮
配
属
）

杉
平
翼

８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

８
月

２０
日

全
開
連
九
州
地
区
参

事
会
議

２６
日

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
通
常
総
会

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
株
主
総
会

新
た
な
水
田
政
策
の
方
針

新
た
な
水
田
政
策
の
方
針

演習地を開拓、そして工業団地へ
岐阜県中津川市・上平開拓

飼
料
用
・
米
粉
用
米
へ
特
別
支
援

柏
市
が
戦
後
史
を
公
開

元
・
全
開
連

代
表
理
事
会
長
樫
澤
勇
作
氏
逝
去

松
葉
町（
鴻
の
巣
開
拓
）史
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６
月
１５
日
、
東
京
都
内
で

（
公
財
）
日
本
乳
業
技
術
協

会
が
「
チ
ー
ズ
工
房
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
た
。

本
紙
で
も
複
数
回
に
わ
た
り

紹
介
し
て
き
た
「
国
産
チ
ー

ズ
ス
タ
ー
タ
ー
」

に
つ
い
て
、
利
用

し
た
チ
ー
ズ
工
房

と
、
こ
れ
か
ら
利

用
を
検
討
し
て
い

る
工
房
と
の
間
の

技
術
・
知
識
の
共

有
の
た
め
、
催
さ

れ
た
も
の
。

同
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
、
本
紙
第

８
１
３
号
で
紹
介

し
た
、
チ
ー
ズ
工
房
を
経
営

し
て
い
る
㈱
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー

ム
す
ぎ
や
ま
（
京
都
府
の
開

拓
酪
農
家
）
の
杉
山
牧
さ
ん

が
出
席
し
た
（
写
真
）
。

牧
さ
ん
は
真
剣
な
面
持
ち

で
国
産
チ
ー
ズ
ス
タ
ー
タ
ー

を
用
い
た
試
作
品
と
従
来
品

の
チ
ー
ズ
を
食
べ
比
べ
、
既

に
同
ス
タ
ー
タ
ー
を
利
用
し

て
い
る
チ
ー
ズ
職
人
と
熱
心

に
情
報
交
換
を
し
て
い
た
。

ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
す
ぎ
や
ま

の
国
産
チ
ー
ズ
ス
タ
ー
タ
ー

デ
ビ
ュ
ー
が
待
ち
遠
し
い
。

◇
み
ん
な
で
支
え
合
う
三

瓶
開
拓
酪
農
協

本
会
の
会
長
を
務
め
る
、

三
瓶
開
拓
酪
農
農
業
協
同
組

合
の
西
谷
悟
郎
組
合
長
が
代

表
の
月
見
ヶ
丘
営
農
集
団

は
、
三
瓶
開
拓
の
開
拓
酪
農

家
が
営
農
を
続
け
る
チ
ー
ム

だ
。標
高
４
７
０
ｍ
の
地
で
、

入
植
し
た
初
代
の
世
代
か
ら

手
を
取
り
合
っ
て
営
農
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

現
在
、
月
見
ヶ
丘
営
農
集

団
に
は
５
戸
が
所
属
し
て
お

り
、
管
理
し
て
い
る
牧
草
地

は
約
７０
ha
だ
。
刈
り
取
り
は

基
本
的
に
各
戸
で
行
う
一

方
、
ロ
ー
ル
作
業
や
ラ
ッ
ピ

ン
グ
と
い
っ
た
工
程
は
協
力

し
て
進
め
て
い
る
。
決
ま
っ

た
当
番
等
は
少
な
く
、
大
変

そ
う
な
仲
間
を
見
る
と
自
然

に
お
互
い
が
集
ま
る
と
の
こ

と
だ
。
自
然
と
支
え
合
う
関

係
が
、
原
野
を
切
り
開
い
た

開
拓
の
苦
労
の
時
代
か
ら
脈

々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

三
瓶
開
拓
は
、
地
域
の
中

で
も
有
数
の
酪
農
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
周
囲
で
離
農
が

進
む
中
、
西
谷
組
合
長
が
二

十
代
だ
っ
た
頃
に
９
戸
だ
っ

た
同
地
域
は
、
今
も
元
気
に

７
戸
で
営
農
を
継
続
し
て
い

る
。◇

三
瓶
高
原
牛
乳

新
た

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
大
人
気

そ
ん
な
三
瓶
開
拓
酪
農
協

の
生
産
者
が
送
り
出
す
「
三

瓶
高
原
牛
乳
」
が
、
昨
年
４

月
２６
日
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
販
売
し
た
。

三
瓶
開
拓
酪
農
協
の
生
産
者

限
定
の
牛
乳
な
の
で
、
プ
レ

ミ
ア
ム
感
や
限
定
感
の
あ
る

特
別
な
牛
乳
で
あ
る
こ
と
を

表
現
す
る
た
め
、
高
級
感
が

あ
る
紺
と
金
色
の
デ
ザ
イ
ン

に
な
っ
た
そ
う
だ
。

三
瓶
高
原
牛
乳
の
特
長

は
、
①
自
然
豊
か
な
三
瓶
高

原
で
育
っ
た
美
味
し
い
牛
乳

―
夏
で
も
涼
し
い
気
候
で
牛

が
バ
テ
に
く
く
、
酪
農
に
最

適
な
土
地
で
育
ま
れ
た
生
乳

②
三
瓶
開
拓
酪
農
か
ら
の
み

集
乳
し
た
生
産
者
限
定
牛
乳

―
限
定
さ
れ
た
酪
農
家
か
ら

の
み
集
乳
す
る
た
め
、
年
間

を
通
し
て
安
定
し
た
乳
質
に

③
開
拓
期
か
ら
の
想
い
を
継

承
し
て
誇
り
を
も
っ
て
生
産

さ
れ
た
牛
乳
―
生
産
者
の
方

々
は
開
拓
期
か
ら
の
想
い
を

今
も
な
お
継
承
し
て
、
誇
り

を
も
っ
て
生
産
し
て
い
る
、

の
３
点
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
地
方
（
鳥
取
県
、
島

根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、

山
口
県
）
限
定
で
販
売
さ
れ

て
い
る
産
地
限
定
牛
乳
で
、

年
間
出
荷
量
は
約
９
万
本
。

地
場
の
安
全
安
心
の
美
味
し

い
開
拓
の
牛
乳
が
、
今
日
も

地
域
の
食
卓
を
力
強
く
支
え

て
い
る
。

６
月
１９
日
、
静
岡
県
浜
松

市
中
央
区
三
幸
町
の
私
立
浜

松
啓
陽
高
等
学
校
に
て
、「
都

田
白
昭
満
州
開
拓
村
物
語
」

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
同
校

の
１
年
生
２
４
７
名
を
含
む

２
５
４
名
が
出
席
し
た
。
同

書
籍
は
本
紙
第
７
７
１
号
で

も
紹
介
し
た
、
満
州
で
の
開

ぱ
い
た
ん
し
ょ
う

拓
団
「
白
坦
昭
」
と
、
帰
国

し
て
三
方
原
にはく

入
植
し
た
「
白

し
ょ
う昭

」開
拓
団
の
、

二
つ
の
開
拓
の

苦
難
と
努
力
の

歴
史
を
記
し
た

一
冊
だ
。

同
書
は
毎

年
、
同
校
の
１

年
生
に
贈
呈
さ

れ
、
３
年
間
に
わ
た
っ
て
副

読
本
の
教
材
と
し
て
使
用
さ

れ
る
。
今
般
、
１
千
冊
が
寄

贈
さ
れ
、
同
書
の
著
者
で
あ

り
、
白
昭
の
歴
史
を
語
る
会

等
複
数
の
組
織
で
開
拓
の
研

究
・
執
筆
活
動
を
続
け
る
柴

田
宏
祐
氏
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。

同
校
は
２０
年
前
、
浜
松
市

内
か
ら
三
方
原
の
開
拓
地
だ

っ
た
土
地
に
校
舎
を
移
転
し

た
。
そ
の
際
、
同
校
関
係
者

が
開
拓
に
関
心
を
持
っ
た
と

い
う
。
建
学
の
精
神
と
合
わ

せ
て
今
後
の
教
育
に
活
か
そ

う
と
考
え
、柴
田
氏
に
打
診
。

柴
田
夫
妻
の
賛
同
を
得
て
、

同
校
へ
の
寄
贈
と
な
っ
た
。

今
回
は
、
「
石
田
さ
ん
」

の
フ
ラ
イ
パ
ン
ひ
と
つ
で
簡

単
ご
ち
そ
う
シ
リ
ー
ズ
の
第

二
弾
。
夏
の
肉
料
理
と
い
え

ば
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
思
い

浮
か
べ
る
人
も
多
い
が
、
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
肉
を
フ
ラ
イ

パ
ン
で
蒸
し
焼
き
に
し
て
も

美
味
し
く
頂
け
る
、
「
牛
肉

と
野
菜
の
さ
っ
ぱ
り
蒸
し
」

を
紹
介
す
る
。

ピ
リ
辛
で
あ
っ
さ
り
と
い

た
だ
け
る
の
で
夏
に
ぴ
っ
た

り
で
、
手
軽
に
牛
肉
の
う
ま

み
を
味
わ
え
ま
す
。
さ
ら
に

ト
マ
ト
は
う
ま
み
成
分
が
入

っ
て
い
る
た
め
味
に
深
み
が

出
ま
す
。

時
間
を
か
け
ず
に
美
味
し

く
作
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

☆
牛
肉
と
野
菜
の
さ
っ
ぱ

り
蒸
し

作
り
方

①
レ
タ
ス
は
大
き
め
に
ち

ぎ
り
、
豆
苗
は
根
元
を
切
り

落
と
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
ヘ

タ
を
取
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
【
Ａ
】

を
入
れ
て
中
火
に
か
け
、
沸

い
た
ら
牛
肉
を
広
げ
入
れ

る
。
肉
の
色
が
変
わ
っ
た
ら

上
下
を
返
す
。

③

②
の
牛
肉
の
上
に
レ

タ
ス
、
豆
苗
、
ト
マ
ト
を
の

せ
て
ふ
た
を
す
る
。
２
〜
３

分
間
中
火
で
蒸
し
焼
き
に

し
、
野
菜
が
し
ん
な
り
と
し

た
ら
火
を
止
め
る
。

④
器
に
盛
り
、
フ
ラ
イ
パ

ン
に
残
っ
た
蒸
し
汁
を
か
け

る
。
白
ご
ま
と
一
味
と
う
が

ら
し
を
ふ
り
、
ポ
ン
酢
し
ょ

う
ゆ
と
お
好
み
で
ラ
ー
油
を

か
け
る
。

☆
牛
肉
の
鉄
分
に
つ
い
て

鉄
分
は
赤
血
球
の
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
の
材
料
と
な
り
、
酸

素
を
全
身
に
届
け
る
役
割
を

し
て
い
ま
す
！
不
足
す
る
と

赤
血
球
が
上
手
く
作
ら
れ
ず

体
内
の
酸
素
が
不
足
し
、
貧

血
を
招
き
ま
す
。

特
に
女
性
は
月
経
が
あ
り

鉄
分
が
不
足
し
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
る
た
め
、
普
段
の

食
生
活
で
摂
取
す
る
よ
う
に

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す

！
牛
肉
な
ど
の
動
物
性
食
品

に
含
ま
れ
る
鉄
分（
ヘ
ム
鉄
）

は
、
豆
類
・
野
菜
類
な
ど
の

植
物
性
食
品
に
含
ま
れ
る
鉄

分
（
非
ヘ
ム
鉄
）
に
比
べ
て

吸
収
率
が
高
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
！

☆
今
回
使
っ
た
野
菜
に
つ
い

て

野
菜
は
旬
に
な
る
と
栄
養

価
が
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㊤：月見ヶ丘営農集団の皆さん

㊦：新しい三瓶高原牛乳のパッケージ
写真提供：㊤日本ニューホランド株式会社ファ

ーミング編集室、㊦チチヤス株式会
社マーケティング部販促課

ワ
ー
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に
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ぎ
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加

「
開
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村
物
語
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国
産
チ
ー
ズ
ス
タ
ー
タ
ー
利
用
検
討
か
つ
て
の
開
拓
地
に
建
つ
学
校
で

写真提供：(公財)日本乳業技術協会
真剣に風味や香りを確認する牧さん(手前)

牛肉と野菜のさっぱり蒸し 材料（２人分）
・牛ロース肉（しゃぶしゃぶ用） ２００ｇ
・レタス ３～４枚
・豆苗 １袋分（１２０ｇ）
・ミニトマト ６個
・酒 大さじ４
・塩 小さじ１／２
・白ごま 適量
・一味とうがらし 適量
・ポン酢しょうゆ 適量
・ラー油 適宜

Ⓐ
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秋冬キャベツでは、台風の影響を受
けやすい８～９月に定植が行われる。
定植から間もない、小さなキャベツを
強風から守るにはべたがけが有効だ
が、台風の直前に広い面積を被覆する
のは労力がかかり困難だ。
そこで、千葉県農林総合研究センタ
ー東総野菜研究室は、前もってべたが
けして、台風のリスクが低くなってか
ら被覆を除去する「かけっぱなし栽培」
の実用性を検証した。

〈試験方法〉
栽培試験には、「いろどり（１０月ど

り）」、「ＹＲ春系３０５号（１２月どり）」、
「金瑛（２月どり）」の３品種を用い、
「長期被覆区（かけっぱなし）」、「台
風前被覆区（慣行）」、「無被覆区」の３
区を設定した。被覆資材には、現地慣
行のＰＥ製１㎜目合ネットを用いた。
「いろどり」の長期被覆区は中耕（９
月１４日）から収穫（１０月２１日）まで、
「ＹＲ春系３０５号」の長期被覆区は定植
（９月１３日）から収穫（１２月１５日）ま
で、「金瑛」の長期被覆区は定植（９
月２１日）から収穫（２月４日）までの
期間、被覆した。

各台風前被覆区は、９月２８日～１０月
４日までの期間のみ被覆し、それぞれ
の収穫への影響を調査した。なお、い
ずれの区も、１０月１日に千葉県沖に襲
来した台風１６号の影響を実際に受けた
試験である。

〈試験結果〉
収穫物の結果は表のとおり。長期被
覆によって、無被覆に比べて生育のわ
ずかな遅延が観察されたが、年内どり、
年明けどり、ともに収量・収穫期への
影響は小さかった。さらに、他の２区
に対し、チョウ目害虫や黒斑細菌病の
発生が軽減されていた。
また、台風等の強風被害が顕著とな
る株の大きさは被害遭遇時期によって
異なり、株が小さいほど被害を受けや
すいことが分かった。
同センターは注意点として、べたが
けの四隅が圧迫されやすく、圧迫され

たキャベツの生育が阻害されるケース
があることを示した。その対策として、
長期展張する場合、通常時は強く張ら
ず、台風襲来時に強めに固定するなど
の調整が必要だとしている（図）。
また、他の試験結果なども踏まえた
結果、９月下旬では葉枚数８枚・株張
り２０㎝程度、１０月中旬では葉枚数１５枚
・株張り４５㎝程度より小さい株が保護
の目安で、この生育ステージまでを優
先してべたがけする必要があるとして
いる。

農水省が６月に公表した「２６年度冬
春野菜等の需給ガイドライン」による
と、多くの品目で２５年産実績より需要
の増加が見込まれている。
同ガイドラインは、野菜価格安定制
度における登録生産者や登録出荷団体
が、冬春野菜等の供給計画を作成する
際の目安として、次期作の需要量、供
給量、作付面積について策定している。

２６年１０月から２８年３月までに出荷され
る冬春野菜等２２品目について推計し
た。

●需要量●

過去１０年間の１人当たり需要量（純
食料ベース＝野菜の芯などの通常食さ
ない部分を除いた量）の推移から、１
人あたり需要量を推計し、これに当該

年次の推計人口を掛け算することで表
の程度と見込んだ。
２５年産実績より増加が見込まれるの
は１３品目で、冬ニンジンが９．１％増、冬
春ピーマンが８．４％増、春夏ニンジンが
５％増などとなっている。減少が見込
まれるのは７品目で、春ハクサイが
６％減、春キャベツが３％減、バレイ
ショが２．８％減などとなっている。

●国内産供給量●
国内産供給量は、供給量（輸入量含
む）を基に、輸入動向を勘案して推計。
２５年産実績より増加が見込まれるのは
１４品目で、冬キャベツが１６．２％増、冬
ニンジンが１４．６％増、タマネギが
１２．５％増などとなっている。減少が見
込まれるのは５品目で、春ハクサイが
３．３％減、春ダイコンが１．８％減、春ネ
ギが１％減などとなっている。

●作付面積●
作付面積は、国内産供給量を過去１０
年の単収の推移から推計した単収で割
り算することで算出。全国の作付面積
の指標となる。
２５年産実績に比べ、春キャベツなど
３品目で増加を見込む一方、タマネギ
など３品目で減少が見込まれている
（その他の品目は増減なし）。

べたがけ長期被覆で台風対策べたがけ長期被覆で台風対策
秋冬どりキャベツで秋冬どりキャベツで

写真提供：千葉県農林総合研究センター
東総野菜研究室

※写真はモデル例。実際は１株ずつ被覆するのではなく、慣行では幅６ｍ、長さ５０ｍの資材が多く使われている。

千葉県農林総合研究センター作成の資料より引用

２６年度冬春野菜等の需給ガイドライン
需要量 キャベツやタマネギなどで増加
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Ｊミルクは６月１７日、脱脂粉乳の過
剰在庫を減らすための新たな対策とし
て、「持続可能な酪農乳業産業の確立
に向けた需給改善対策」を発表した。
同対策では、全国の関係者による「入
口・出口対策」と「酪農乳業需給変動
対策特別事業」による在庫削減対策を
適切に組み合わせて実施する。
「酪農乳業需給変動対策特別事業」
では、生産者と乳業者からそれぞれ生
乳取引乳量１５銭／㎏の拠出を集め、い
ざという時のための基金を造成してい
た。一方、現在の脱脂粉乳の需給ギャ
ップは、生乳換算で約３０万ｔ生じてお
り、現在の基金の規模では、その半分
程度（約１５万ｔ）しか対応できない状
況にあるという。このため、現行の拠
出に加え、新たに「緊急対策金」とし

て１５銭／㎏を追加的に拠出することを
基本に、「酪農乳業需給変動対策特別事
業」に参加するすべての生産者・乳業
者から協力が得られるよう、関係団体
等を通じた周知に努めるとしている。
Ｊミルクでは、今年度と来年度を「緊
急対策期間」に位置付け、各年度の期
末在庫数量が８万ｔを確実に下回る水
準となるよう尽力することとしてい
る。その上で、「入口・出口対策」の
具体化に向けた議論も進め、将来的に
は「入口・出口対策」と在庫削減対策
の組み合わせによって脱脂粉乳の需給
ギャップ解消に取り組むとしている。
なお、クラスター事業等による補助
を受けるに当たっては、「緊急対策金」
を含めた３０銭の拠出が要件となってい
る。

国立研究開発法人森林
研究・整備機構森林総合
研究所上席研究員であ
り、（一社）リグニンネ
ットワーク会長でもある
山田竜彦氏は、日本の固
有種の杉の木に含まれる
「リグニン」から高機能
なプラスチック材料の素
材となる新素材「改質リ
グニン」を開発した。山
田氏の技術を紹介する。
～「リグニン」と木材の仕組み～
「リグニン」は木材に２０～３０％含ま
れる六角形のベンゼン環が連なった構
造をもつ天然成分で、木材をしっかり
した構造にする役割をもつ。高性能な
プラスチック材料の代替素材として期
待されてきたが、バラツキが大きく、
加工性に乏しいため材料としての利用
は不十分とされる。

～改質リグニンとは～
「改質リグニン」は、日本の固有種
のスギの木に含まれる「リグニン」と、

水溶性の高分子化合物で、化粧品や医
薬品などに広く使われているポリエチ
レングリコールなどのグリコールとの
組み合わせで誕生した新素材である。
加工性が高く、様々なプラスチックへ
の展開が検討されている。
改質リグニン生産の実証事業とし

て、年間千トンレベルのプラントを愛
媛県の鬼北町に建設する計画を進めて
いるとのことだ。
日本国内の資源を活かした技術によ
るプラスチックの代替技術の今後に注
目したい。

５月２５日、東京都内にて「ＥＵ産乾
燥脱水飼料作物～スペイン・イタリア
から～」と題したセミナーとワークシ
ョップが開催された。ＥＵが共同出資
し、スペイン及びイタリアの協会であ
るAEFAと FILIERA が展開してい
るキャンペーン（販促活動）で、飼料
を生産している生産者も来日し、情報
交換が行われた。登壇者の発表内容か
ら、ＥＵ乾燥脱水飼料の特徴を紹介す
る。

～ＥＵ乾燥脱水飼料とは～
セミナーの中で、ともに獣医師であ
るパブロ・ジョレンテ・サンチェス氏
とホセ・マヌエル・ビダル・アルバレ
ス氏の両氏が、スペインとイタリアの
飼料である「アルファルファ」「ライ
グラス」「オーツヘイ」を用いたＥＵ乾
燥脱水飼料について、説明した（ＥＵ
乾燥飼料の製造工程は、図のとおり）。
天日干しの収穫との主な違いは、屋
外での乾燥日数と収穫時の水分含有量
・繊維の長さ。屋外のアルファルファ畑
で２日ほど乾燥させ、水分含有量は３０
～３５％の状態で収穫する。また、繊維の
長さは１０～２０㎝にカットする。
収穫後は、品質チェック・選
別を行い、乾燥脱水ドラムに投
入され、２００～４００℃の熱風を発
生させるバーナーで５～１０分間
処理される。この工程でアルフ
ァルファの水分含有量率は８～

１２％まで低下する。また、カビや虫、
石などの不純物を、熱処理とフィルタ
ーの回転動作により除去する。その後、
冷却トンネルを通過し、室温に戻され
たのち、ベールは輸出に向けて圧縮・
梱包される。
品質チェックは、ＮＩＲ分析（遠赤
外線によるタンパク質、水分の含有量
の確認）により等級分けされ、乾燥脱
水及び冷却後、２回目のＮＩＲ分析が
行われる。品質の基準は表のとおり。
生産組織・会社によっては、より小さ
なサイズでも販売しているところなど
もあるが、製品サイズとしては、概ね
ベールがアルファルファ、ライグラス
ともに５０㎏・４５０㎏・７５０㎏。ペレットは
２５㎏となっている。
なお、ＥＵ乾燥脱水飼料を導入する
場合の注意点として、暑い時期の切り
替えを避けること、天日干しのものか
ら切り替える場合は５日～１０日かけて
段階的に行い、毎日１０～２０％ずつ割合
を増やし、急激な変更は避けること、
稲わらなど、他の飼料作物とＴＭＲ等
で組み合わせて使うことを薦めること
を挙げた。

家畜改良事業団は６月５日、２５年の
乳用牛群能力検定成績を公表した。
１頭当たりの乳量（ホルスタイン種、

３０５日乳量、立会検定）の全国の平均値
は、９８８９㎏（前年比１７６㎏、１．８％増）と
大幅に増加した。地域別では、北海道
は９９０１㎏（前年比１９２㎏、２．０％増）、都
府県は９８６２㎏（前年比１４１㎏、１．５％増）
だった。なお、自動搾乳（搾乳ロボッ
ト）検定の平均値は、１万１６９１㎏（前

年比２５２㎏、２．２％増）だった。また、
乳脂率が４．０１％と初めて平均が４％を
超えた。
分娩間隔の平均は全国で４日短縮

し、４２４日だった。地域別では、北海道
は５日短縮し４１７日、都府県は１日短縮
し４４１日となった。同事業団は、分娩間
隔の短縮には、極端に分娩間隔が長期
化した牛を出さないように早め早めの
管理を徹底することが大切と指摘して
いる。
なお、今回の全国検定参加戸数は

５７５５戸であり、２５年の畜産統計の戸数
に対して５１．８％を占めている。

脱粉在庫対策に追加１５銭拠出求む 日本と欧州の特徴を説明
Ｊミルク 酪農乳業需給変動対策特別事業 ＥＵ乾燥脱水飼料セミナー

杉からプラスチックへ
「改質リグニン」の未来に期待

出典：図・表ともに、AEFA＆FILIERA，2026東京セミナー資料から

農林水産省Webマガジンaff２０２２ ９月号を基に作成

乳用牛 ３０５日乳量大幅増加
２５年 乳用牛群能力検定成績
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気象庁が全国の向こう３ヵ月の天候
の見通し（７～９月）を発表した。平
均気温は全国的に平年よりも高くなる
見込みだ。１０月までは、温度、湿度の
変化、熱帯低気圧によって家畜の多く
が影響を受ける時期のため、暑熱対策
が重要となる。
〈飼養管理〉
牛は、暑くなると呼吸回数が増え、
体内の熱を外に逃がそうとするが、そ
れでも熱の放出が足りない場合、熱の
発生を抑えるために採食量を減らして
しまうため、注意が必要だ。
夏場は牛の飲水量が４０～５０％増え、
血流量を増やして皮膚からの蒸散を活
発化させ体温調整を行う。また、飲水
量は飼料摂取量に比例して増加する。
飲水が制限されると、飼料摂取量も減
少してしまうため、水槽を清掃・点検
し、常に新鮮な水と水量を与えられる
ように整備する（写真１）。
一日の飼料給与の割合を、昼間は少
なめに、夜間は多めにするなど、涼し
い時間帯に多く給与することで、全体
の採食量低下を軽減する。夏場は消化
の良いものを好み、配合飼料を選び食
いしてルーメンアシドーシスに陥るた
め、粗飼料を確実に摂取させる。粗飼

料は、給与回数を多くすることでルー
メン内発酵熱を安定させ、採食量を確
保できる。スモールや育成牛は、消化の
良い良質な粗飼料を細断して与える。
照り返しや西日が差し込む牛房に

は、通気を確保し、よしずや遮光ネッ
トなどによる日除けを施す。長時間の
直射日光は、疲労や脱水症、ビタミン
群の消費につながるため、輻射熱や牛
に熱が伝わらないように対策する。
〈飼養環境〉
換気扇とインバーターの清掃や設備
点検を必ず行う。風速１ｍ／秒以上の

環境下では、牛の体感温度は実際の気
温より６℃低く感じるとされている。
また、高温・多湿な環境やアンモニアガ
スは、牛の生産性と健康状態に悪影響
を及ぼす。牛が快適に過ごせるように、
計画的に床替えを行うほか、換気扇で
牛体に風を当てて体温調整を行うとと
もに舎内の強制換気を行う（写真２）。
畜舎内の空気を清潔に保ち、温度・湿度
を調整する。暑さの影響を示す温湿度
指数計（ＴＨＩ）を利用すると、目安
が分かりやすい。
他にも、牛舎周辺の草刈り、障害物
などを撤去することで、舎外から新鮮
な空気を取り込める。害虫の休息場と
なる草むらを刈り取ることで、吸血昆
虫などの対策にもつながる。
屋根や畜舎内通路にミストや散水を
行うと、気化熱を利用した蒸散で清涼
感を得られる。特に夕方に行うのが効
果的だ。また、屋根への遮熱剤の塗布
や遮熱資材での被覆、屋根裏に断熱材
等を設置することでも畜舎内温度を下

げることができる。
〈作業者も注意〉
農作業中の熱中症等による死亡が急
増しており、約８５％が７～８月に発生
している。こまめに休憩を取り、水分
・塩分補給も併せて行う。暑い時間帯
に作業する場合は、ファン付きベスト
なども利用して対策する。
農業は一人作業が多く、熱中症の症状
を自覚しにくく、重篤化しやすい傾向
にある。少しでも異常を感じたらすぐ
に作業を中断し、涼しい場所で衣服を
緩めて体を冷やすとともに、症状が重
い場合は医療機関を受診する。

ＪＡ全農は６月１９日、７～９月期の
配合飼料供給価格（全国全畜種総平均）
を約３７００円値上げすると発表。３期連
続の値上げとなる。代用乳の価格も６
万３０００円／ｔの値上げとなった。
《飼料情勢》
☆トウモロコシ☆
シカゴ定期は、２月には４３０㌣／㌴前
後で推移していたが、中東情勢の悪化
による原油価格の高騰や、４月中旬の
米国中西部の天候不順による作付け遅
延懸念などから、５月上旬には４８０㌣／
㌴前後まで上昇した。その後、米国産
地の天候が改善し、良好な生育が期待
されていることなどから下落し、現在
は４２０㌣／㌴前後で推移している。
今後は、米国産新穀の生育期の天候
や中東情勢の動向などに左右される相
場展開が見込まれる。
☆大豆粕☆
シカゴ定期は、２月には３４０㌦／ｔ前

後で推移したが、中東情勢の悪化や大
豆粕の米国内および輸出需要が旺盛で
あることなどから、４月には３６０㌦／ｔ
台まで上昇した。現在は、米国産大豆
の良好な生育が期待されていることな
どから下落し、３３０㌦／ｔ台で推移して
いる。国内大豆粕価格は、シカゴ定期
の上昇や為替円安などから値上がりが
見込まれる。
☆海上運賃☆
米国ガルフ・日本間のパナマックス
型海上運賃は、２月には５０㌦／ｔ台前
半で推移していたが、原油価格の高騰
で燃料代が上昇したことや、石油関連
製品の調達先を米国に切り替える動き
が世界的に進んだ影響で、パナマ運河
で長期滞船が発生し船腹需要が引き締
まったことなどから上昇し、現在は７０
㌦／ｔ台で推移している。
こちらも今後、中東情勢の動向など
に左右される相場展開が見込まれる。

農畜産業振興機構は７月９日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２６年５月分、概算払い）
を公表した。
肉専用種（兵庫県のみ）で標準的販
売価格が標準的生産費を下回ったた

め、交付が行われる。交雑種および
乳用種は発動しなかった。
前月分と比べ、交雑種は素畜費な
どが増加したものの、販売価格が上
昇しており、発動はなかった。乳用
種は、依然として、生産費が販売価
格を上回っているものの、概算払い
のため、２年６か月ぶりに発動はな
かった（確定値で発動の見込み）。

（一社）日本家畜人工授精師協会は、
２６年第１四半期（１～３月期）の「乳
用牛への黒毛和種の交配状況について
（速報）」を公表した（下表）。
黒毛和種の交配割合は、全国平均で

４５．１％と、前期（１０～１２月期）の４５．４％
から減少した。地域別にみると、北海

道で前期と同率（前年同期比４．５㌽増）
の３６．３％、都府県平均は前期比０．８㌽減
（前年同期比１．３㌽増）の５６．９％となっ
ている。
性選別精液（乳用雌）の利用割合（全
国平均）は２６．１％で、前期より１．４㌽増、
前年同期より１．８㌽増となった。

農水省は４月、「肉用牛売却所得の
課税の特例措置」について、適用期限
を３年間延長することを関係機関へ通
知した。
この特例措置とは、個人の場合、特
定の市場等で肉用牛を売却した際の所
得について、肉用種は１００万円、交雑種
は８０万円、乳用種は５０万円を下回った
際、一事業年度当たり１５００頭まで、所
得税・住民税ともに免税になるという

もの（法人の場合は売却利益相当額を
損金に算入）。この「肉用牛」とは、
食肉として販売されたもののほか、肉
用子牛として家畜市場で販売されたも
のも含まれる。今回の改正で、所得税
については２９年分まで、法人税につい
ては３０年３月３１日までの期間内の日を
含む事業年度まで、道府県民税と市町
村民税については３０年度分まで適用期
間が延長された。
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牛の暑熱対策 今年も猛暑に

写真２：換気扇の適切な利用例

写真１：よく手入れされたウォーターカップ

７～９月期 配合飼料価格３期連続の値上げ 乳用牛への黒毛和種交配４５．１％に減少
中東情勢などにより３７００円上昇 性選別利用割合は前期より１．４％増

肉用牛売却所得の課税の特例措置
改正で３年間の延長

乳・交雑ともに発動なし
牛マルキン５月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

乳用種・Ｆ₁のスモール価格が高騰を
続けている（図参照）。今年の２月か
ら一貫して上昇を続け、６月に入って
下降傾向になっては来たが、前年同期
に比べるとまだまだ高い相場の動きと
なっている。
乳用種雄は、市場の全国平均で、１
月が５万８９５８円だったが、３月が１１万
２２４３円、５月が１８万３５３９円と急騰し続
けた。５月は１月の３倍以上となって
いる。取引頭数は、１月が５３２５頭、３
月が４８０６頭、５月が３３０１頭と減少が続
き、６月には、価格が１６万４９９２円で頭
数が３９９０頭と増加し、やや価格は下が

ることとなった。
７月になると、地域によってかなり
のバラツキがあり、北海道では１０日現
在で１１万５８１４円と急落しており、群馬
では１５万７４３１円と弱もちあいとなっ
た。
Ｆ₁雄も、１月の価格が１５万２０１７円だ
ったが、５月には３３万４１３１円と、２倍
以上に高騰している。取引頭数は、１
月の９５５９頭に対し、５月には６３３７頭と
激減している。６月には、価格が３１万
４１７０円で頭数が７４７６頭と増加し、価格
は下がることとなった。
７月になると、１０日現在の全国平均

で２４万３５９２円と、下降してきている。
今後の相場の見通しだが、乳用種・
Ｆ₁とも高騰のピークは脱したと思わ

れるが、出生頭数に大きな増加が見込
めないので、引き合いは強く、強もち
あいでの推移と思われる。

Ｆ₁の需要は好
調で、強もちあ
いが続くか

６月の相場は落ち着いた動きとなっ
ていたが、夏本番となりＦ₁は堅調な動
きとなった。今後も和牛の代替えもあ
り、強もちあいが続きそう。
【乳去勢】６月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１３４７円（前年同月比１０９％）
となり、前月より６円下がった。
７月に入っても、Ｂ２で１３００円台を
キープしている。出荷頭数は前年とほ
ぼ同じ予測なので、弱もちあいでの推
移となりそう。
【Ｆ₁去勢】６月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
４が１８４５円（同１１３％）、Ｂ３が１８１５円
（同１１６％）、Ｂ２が１７５５円（同１２０％）だ
った。前月に比べ、Ｂ４が６０円、Ｂ３が

５７円、Ｂ２が４８円、それぞれ下落した。
７月に入ると、Ｂ４で１９００円台の推
移となり、和牛の代替え需要もあり、
強もちあいでの推移か。
【和去勢】６月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ５が
２６４４円（同１０９％）、Ａ４が２４５２円（同
１１６％）、Ａ３が２３６６円（同１１８％）だっ
た。前月に比べ、Ａ５が２６円、Ａ４が
１２円、Ａ３は１０４円ともに下がった。
７月になると、Ａ４で２４００円前後の
相場となってきたが、頭数の減少傾向
は続き、もちあいの推移か。
【出荷頭数】７月の出荷頭数は、和
牛４万７３００頭（同８９％）、交雑種２万
６００頭（同９０％）、乳用種２万３３００頭
（同１００％）と、乳用種以外は減少傾向
となっている。
【輸入量】農畜産業振興機構は７月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で４万

３７００ｔ（同９３％）と予測。内訳は、冷
蔵品１万５３００ｔ（同９０％）、冷凍品が
２万８４００ｔ（同９５％）。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１２５０
～１３５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１８３０～１９３０
円、同Ｂ３は１８００～１９００円、同Ｂ２が
１７００～１８００円、和牛去勢Ａ５が２５５０～
２６５０円、同Ａ４が２３５０～２４５０円、同Ａ３
が２２５０～２３５０円での推移か。

出荷頭数がやや
増加傾向も、強
もちあいか

６月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物６６８円（前年同月比
８４％）、中物は６４９円（同８５％）となっ
た。前月に比べ上物が３４円、中物は２１
円ともに下がった。
前年の相場高騰とは対照的に、６月
も相場は下落しているが、それでも上
・中とも６００円台はキープしている。
７月に入ると、上・中ともに７００円台
後半の推移となり、８００円を超える日も

出てきた。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
７月は１３５万頭（前年
同月比１０５％）と、や
や増加する予測とな
っている。しかし、
今年の夏も猛暑が予
想されることから、
今後の出荷頭数の状
況が注目される。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、７月の冷蔵・冷

凍品の輸入量は総量で８万７２００ｔ（同
１０６％）と、やや増加する見込み。内訳
は、冷蔵品３万６５００ｔ（同１０７％）、冷
凍品５万７００ｔ（同１０５％）。冷凍品は、
スペイン産の代替えでブラジルなどか
らの輸入量増加が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、強もちあいが見込ま
れる。上物が７５０～８５０円、中物は７００～
８００円での推移か。

Ｆ₁素牛の頭数
増加は見込めず
強もちあいか

【スモール】６月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１６万４９９２円（前年同
月比１３９％）、Ｆ₁（雄雌含む）は３１万４１７０
円（同１２０％）で、前月に比べ、乳雄は
１万８５４７円、Ｆ₁も１万９９６１円共に反落
した（上記参照）。
【乳素牛】６月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２６万４１２円（同１０８％）、Ｆ₁去勢は５０万
４６９４円（同１０１％）だった。前月に比べ
乳去勢は２０９９円上がり、Ｆ₁去勢も１万
２５２７円上がった。

乳去勢の枝肉相場は輸入牛肉の代替
え需要もあり高値安定の状況が続いて
いるため、子牛価格ももちあいが続く
と思われる。
Ｆ₁去勢は、枝肉相場が堅調に推移し
ているので子牛の引き合いは強い。頭
数の増加は見込めず、また、スモール
価格が高騰している時期の子牛となっ
てくるので、今後も強もちあいが予想
される。
【和子牛】６月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
８９万２０４９円（同１２８％）で、前月より８８７７
円下がった。
価格高騰のピークは過ぎたようだ

が、上場頭数が少ない状況は続いてお
り、今後も急落する可能性は低いと思
われる。弱もちあいでの推移となるか。

スモールの市場価格が高騰
ピークは過ぎても強もちあいが続くか

（alic の資料を基に作成）
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